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論 文 の 要 旨 
本論文では、音楽理論暗意実現モデルの計算機実装を行なった。さらに、実装された音楽理論を用
いて、メロディ構造を分析するシステム、メロディ間の類似度を算出するシステム、および、メロデ
ィを生成するシステムを提案するとともに、それらのシステムを作成し、その有効性を評価した。 
人間が作曲や編曲などのために既存の音楽の構造を分析・理論化する目的のもと、古くより音楽理
論の研究が行われてきた。その中でも、特に現代の音楽理論の一つとして、GTTM（Generative Theory 
of Tonal Music）が知られている。GTTMにおいては、人間の認知プロセスに基づいてルールベース
で楽曲構造分析を行い、その分析結果においては、メロディ内の音の関係を木構造状に表現する。し
かし、音楽の抑揚などの人が感じる特徴を表現することが困難であるという点において限界がある。
これに対して、本論文では、音楽を構成する音高、音程、リズムや休符等の情報を用いて楽曲をシン
ボル列へと抽象化して表現する音楽理論である暗意実現モデルに焦点を当て、その計算機実装に取り
組んだ。暗意実現モデルは、人間があるメロディを聴いたときに意識的もしくは無意識的に後続のメ
ロディを予測しているという仮定に基づいて構築された音楽理論である。この特徴をふまえて、特に、
本論文では、暗意実現モデルの拡張モデルを提案・実装し、オリジナルの暗意実現モデルよりも適切
な楽曲間類似度算出を実現した。さらに、暗意実現モデルに基づいて、メロディ生成を行うシステム
を構築した。システムにより生成された曲に対して、学習曲の要素が含まれていること、暗意実現モ
デルに基づいた分析が可能なメロディが生成されていることの2 点が確認できた。 
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審 査 の 要 旨 
【批評】 
本論文で明らかにした事項は以下の通りである。 
(1) 暗意実現モデルは、人間がメロディをどのように聴いているかという課題に対して、人間の知覚
理解に従い体系化することを目的として構築された音楽理論である。暗意実現モデルにおいては、人
間の感覚と同様、曖昧な要素を伴った定義を含むことによって、人間が音楽を聴いている感覚になる
べく近い分析を可能にすることを実現する。そして、音同士の連鎖関係を捉えて、メロディを記述す
る。この連鎖関係を用いることにより、人間があるメロディを聴いたときに、意識的もしくは無意識
的に、後続メロディを予測しながら聴いているという仮説を表現する。本論文では、暗意実現モデル
における以上の特性をふまえて、計算機実装の方式を提案し、それを実現した。 
(2) 暗意実現モデルに基づく楽曲間類似度判定システムを実装した。本手法の特徴は、楽曲をシンボ
ル列へ抽象化する際に新たな閾値や定義を導入することによって、類似度計算の観点においてより適
した楽曲の抽象化を可能にした点である。従来、楽曲同士の類似度の計算方法としては、様々なもの
が提案されてきた。例えば、楽曲をスペクトル解析し、その結果に対して距離ベクトルを定義する方
法や、離散フーリエ変換を行った結果に対してフレーズのパターンを同定する手法などが提案されて
いる。これらに対して、本論文で提案する、暗意実現モデルに基づく楽曲間類似度計算方法において
は、基盤とする音楽理論において、人間の音楽認知に基づく特徴量が含まれる点が評価できる。また、
音楽理論に基づく楽曲間類似度計算方法であることの利点として、楽曲における音楽的な特徴を保持
しながら類似度計算が行える点が評価できる。 
(3) 暗意実現モデルに基づくメロディ生成システムを実装した。従来のメロディ生成手法においては、
メロディを抽象化せずにモデル化をしているため、学習データ中の頻度が小さい音列が生成されにく
いという問題があった。一方、本論文のメロディ生成手法においては、暗意実現モデルに基いてメロ
ディを抽象化した上で生成を行うことにより、学習データ中の頻度が小さい音列の生成に取り組ん
だ。具体的には、本論文のメロディ生成手法においては、理論で定義された基本類型を用いて音同士
の関係を抽象化することにより、学習データ中の頻度が小さい音列の生成を可能とした点が評価でき
る。 
以上の議論に基づき、本論文は博士論文に値するものと認められる。 
 
【最終試験の結果】  
平成 28年 1月 25日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全
員によって、合格と判定された。 
 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
